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「抗疲労作用のある新規高アントシアニン茶品種育成と利用食品開発」

プロジェクトはじまる！

ポイント

本研究により安心で科学的根拠の明らかな抗疲労・ストレス効果のある新品種茶が

育成され、消費者に提供できる。

農研機構 野菜茶業研究所（三重県津市、所長 望月龍也 、(株)日本製紙グループ本）
社（本社 東京、社長 芳賀義雄 、国立大学法人九州大学（総長 有川節夫 、国立大） ）

（ ）、 （ 、 ） 、学法人京都大学 総長 松本 鉱 アサヒビール(株) 本社 東京 社長 荻田 伍 は
農研機構 生物系特定産業技術研究支援センターによる「イノベーション創出基礎的
研究推進事業（発展型 」として 「抗疲労作用のある新規高アントシアニン茶品種） 、
育成と利用食品開発」プロジェクトに平成２０年度から３年間取り組みます。

今後、新たな高アントシアニン茶の育成・栽培試験を行うとともに、茶葉に含まれる
機能性成分の基礎研究、応用研究を行い、今までにない新しいお茶を提供できるよう産
学官で連携しながら研究をすすめてまいります。

研究推進責任者 農研機構 野菜茶業研究所長 望月 龍也

【お問い合わせ先】

研究担当者 同 野菜茶業研究所 野菜・茶機能性研究チーム長
TEL 0547-45-4964山本(前田)万里

広報担当者 同 野菜茶業研究所 企画管理部 情報広報課長
TEL 059-268-4626 FAX 059-268-3124鈴木 康夫

本資料は、農政クラブ、農業技術クラブ及び重工記者クラブに配付しております。



背景・経緯

高齢化が進む中、健全な食生活による健康寿命の延伸や生活習慣病リスクの高い人を
対象とした高機能性食品に対する国民の期待が高まっており食品成分の機能性解明や機
能性食品開発が大きな課題となっています。

平成14年度厚労省国民栄養調査では、日常生活でストレスを感じる者は80.5%であり非
。 、 、 、 、常な勢いで増加しています 連続的な疲労・ストレス状態は 血圧上昇 不眠 関節痛

頭痛、肩こり、食欲不振、免疫機能低下、消化性潰瘍、心疾患、脳血管障害、高血圧、
高脂血症、心身症などの生活習慣病を引き起こします。

、 、これまで我々は 高アントシアニン茶である紅花や茶中間母本農６号がヒト試験にて
眼精疲労、ストレス軽減効果を持っていることを明らかにし、上記２品種の交雑後代か
ら栽培形質の優れた高アントシアニン茶系統を選抜し、苗の光独立培養技術を確立して
きました。

本研究では、それらの技術シーズを活かし、安心で科学的根拠の明らかな新規抗疲労
・ストレス高アントシアニン茶品種、飲食品素材の開発・提供を行い、疲労・ストレス
起因生活習慣病の予防、茶産地の活性化・新興、新食品産業の振興をはかることを目的
としています。

内容・意義

野菜茶業研究所が育成中の新規高アントシアニン茶系統を用いて、機能性成分の単離
・同定、疲労・ストレスのバイオマーカーの解明、機能性成分の共存効果解明、機能性
成分と代謝成分の安全性評価や適正摂取量の設定、作用メカニズムの解明、動物及びヒ
トでの臨床評価を行うとともに、短期成園化技術を確立しつつ、新規抗疲労・ストレス
性高アントシアニン茶系統の栽培特性・茶葉特性の解明と品種登録申請、飲食品への応
用をはかる食品素材化技術の開発を行うことで、抗疲労・ストレス効果を有する食品素
材の開発をめざします。

今後の予定

平成２０年度～２２年度の３年間に、野菜茶業研究所では「抗疲労・ストレス効果を
もつ茶品種育成と有効成分利用技術の開発 （株）日本製紙グループ本社では「抗疲労」、
・ストレス茶品種の短期大量生産技術の開発 、九州大学では「抗疲労・ストレス茶成分」
の作用機作の解明とその分子的基盤の確立 、京都大学では「抗疲労・ストレス成分の代」
謝吸収の解析と安全性の評価 、アサヒビール本社では「抗疲労・ストレス成分高含有茶」
品種を活用した新食品素材の開発」の研究課題を実施します。

成果、効果

本研究により安心で科学的根拠の明らかな抗疲労・ストレス効果のある新品種茶が育
成され、消費者に提供できるようになります。そのことにより、疲労・ストレス起因生
活習慣病の予防が期待され、新食品産業の創出、茶産地の活性化及び新興に大きく貢献
できます。

用語の解説

イノベーション創出基礎的研究推進事業

生物系特定産業技術研究支援センター（生研センター）は、農林水産業、飲食料品産
業、醸造業等の生物系特定産業に関する研究開発における産学官の連携の要として、農
林水産省が定める「農林水産研究基本計画」等に則しつつ、民間、大学、独立行政法人
等の行う試験研究に対し、各般にわたる支援を実施しており、本事業では 「新技術・新、
分野創出のための基礎研究推進事業」と「生物系産業創出のための異分野融合研究支援
事業」を再編・統合し、基礎から応用まで一体的に推進することにより、革新的な技術
の開発を促進し、生産性の飛躍的向上や農林水産物の高付加価値等の生物系特定産業に
おける諸課題の解決に必要な技術的傷害の解決や革新的な技術の開発を促進するととも
に、生物系特定産業の発展の可能性を広げる新たな分野を創出することを目的として、

、 、 、 、提案公募により選定した研究課題について 大学 国公立試験研究機関 独立行政法人
民間の研究機関等との委託研究を実施しています。



イノベーション【innovation】

１ 新機軸。革新。

２ 新製品の開発、新生産方式の導入、新市場の開拓、新原料・新資源の開発、新組織
の形成などによって、経済発展や景気循環がもたらされるとする概念。シュンペータ
ーの用語。また、狭義には技術革新の意に用いる。

アントシアニン

植物に含まれる紫色の色素のことでポリフェノールの一種のフラボノイド系。主にワ
、 、 、 、 。インの原料であるブドウや ブルーベリー カシス 紫芋 あずきなどに含まれている

アントシアニンには目の疲れを癒したり、目の健康を維持する働きが大きいとされてい
る。また、他のポリフェノール同様、強い抗酸化作用により、老化防止等の作用がある
とされている。 アントシアニンを摂取する際はビタミンＣと一緒に摂ると抗酸化作用が
５倍になるとの報告もあり、ビタミンＣとの同時摂取が望ましいとされる。

光独立培養技術

植物の光合成能力を助長することにより、栄養分の糖を与えずに二酸化炭素と水と光

で植物を培養する方法。

バイオマーカー

尿や血清中に含まれる生体由来の物質で、生体内の生物学的変化を定量的に把握する
ための指標（マーカー）となるものを指す。特定の疾病や身体の状態などに相関して量

、 。的に変動するので 疾病の診断や効率的な治療法の確立等が可能となると言われている



研究のイメージ


